
第６回委員会

報告・審議事項 議 題 案

1 本体調査一般集計・付帯調査集計報告 【報告】調査結果から確認される都市圏交通の現状 －

2
第５回委員会で設定した

テーマ集計結果

2-1.分析テーマの検討
【審議】都市圏交通の課題

【審議】都市圏交通の課題を踏まえた分析テーマ

2-2.朝ピーク交通特性に関する分析 【報告】朝ピーク特性に関する分析結果

3 都市圏の将来像

3-1.シナリオの設定 【審議】将来交通需要予測に向けたシナリオ設定

3-2.都市圏構造 【報告】都市圏構造(拠点・軸など)
都市圏の「都市づくりの目

標」、都市圏構造案の検討

3-3.将来人口フレーム 【審議】TSMCの進出等を考慮した将来人口フレーム 将来フレームの分布の検討

4
【報告】需要予測の全体フロー

【報告】今後の検討の流れ
需要予測結果(既定計画)将来予測

第５回委員会(R6.12)

議　　題

・現況分析

テーマ集計

・都市圏の将来像

・将来予測

令和7年度
都市交通マスタープラン策定

令和6年度
現況分析・将来予測

令和5年度
事前検討・実態調査

令和4年度
事前検討

令和3年度
予備調査

令和６年度令和５年度令和４年度年度

・調査結果
・現況分析
・都市圏の将来像
・将来予測

・調査票の設計
・調査実施
・調査結果中間とりまとめ

・これまでの都市交通MP
・実態調査の背景と目的
・調査方法等

主な内容

・第５回幹事会（令和６年５月）
・第４回委員会（令和６年５月）
・第６回幹事会（令和６年１１月）
・第５回委員会（令和６年１２月）
・第７回幹事会（令和７年２月）
・第６回委員会（令和７年３月）

・第３回幹事会（令和５年５月）
・第３回委員会（令和５年７月）
・第４回幹事会（令和６年１月）

・第１回委員会（令和４年７月）
・第１回幹事会（令和４年１２月）
・第２回委員会（令和４年１２月）
・第２回幹事会（令和５年３月）

実施協議会

○これまでの協議会について

←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

第5回委員会資料

R6.12.11

全体スケジュール

1. これまでの協議会について

協議会スケジュール

3.令和６年度実施内容

2. 令和６年度のスケジュール

R6年度 R7年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月～

実態調査

マスターデータ整理
・基礎集計

現況分析・将来予測

都市圏の将来像検討

提案施策・目標

将来人口フレーム検討

予測モデル更新

現況分析・テーマ分析

現況交通網の評価

将来交通需要予測

(既定計画+検討計画)

提案計画交通網の評価

マスタープラン作成

委員会★・幹事会☆
関係者会議◇

☆

★

☆

★◇

R5結果反映 現況ﾏｽﾀｰ

一般集計 ﾃｰﾏ集計

現況交通網評価

２市３町(熊本都市計画区域)

たたき案
素案

将来ﾏｽﾀｰ・シナリオ分析・
需要予測・残存課題

提案施策

将来像・拠点・軸・人口配置方針案

メッシュ展開等

提案施策・目標検討

３市３町１村(方針検討含む)

☆

★◇ 今回

４.第５回委員会の審議事項について

議 題 審議事項

・現況分析 都市圏交通の課題

分析テーマ

・都市圏の将来像 シナリオ設定

将来人口フレーム
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・生成原単位はグロス2.23トリップ/人、ネット2.83トリップ/人で外出率は79.0%となっており、前回調査に比べ

て低下。

・生産年齢人口1人あたりのグロスは2.95トリップ/人から2.35トリップ/人に、ネットは3.20トリップ/人から2.85

トリップ/人に、外出率は92.1%から82.4％に減少。
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(2)年齢別人口分布の推移

(1)年齢階層別人口

(1)総トリップ数の推移 (2)関連トリップ数の推移

(1)生成原単位と外出率の推移

(2)年齢別生成原単位(グロス) (3)年齢別生成原単位(ネット)
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・総トリップ数は233.5万トリップ/日（0.85倍）（2012年圏域では224.7トリップ/日（0.82倍））

・都市圏関連トリップでは、内々、流出入、外々交通全てにおいて減少。

1003.5

1.06倍

1.01倍

ピーク年齢は
約10年スライド

今回調査の
ピーク年齢前回調査の

ピーク年齢

女性ピークは
70～74才

男性ピークは
45～49才

0.82倍
0.85倍

全てのトリップが減少

生成原単位・外出率 人がある目的をもって、ある地点からある地
点へと移動する単位

トリップ

ある地域に居住する人が行う1人1日あたり
の平均トリップ数

生成原単位

人口1人あたりのトリップ数グロス

外出人口1人あたりのトリップ数ネット

外出人口が全人口に占める割合外出率

全体

在宅勤務の実施
（外出していない人のうち）
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■用語
グロス、ネット、外出率
全てにおいて減少傾向

(4)年齢別外出率

平均2.85ﾄﾘｯﾌﾟ/人

平均3.20ﾄﾘｯﾌﾟ/人

平均82.4%

平均92.1％

グロス

ネット

外出率

平均2.35ﾄﾘｯﾌﾟ/人

平均2.95ﾄﾘｯﾌﾟ/人

１-1．都市圏の人口構成

１-2．総トリップ数

１-3．生成原単位

・本都市圏の総人口（５才以上）は1044.9千人（1.06倍）（2012年圏域では1003.5千人（1.01倍））

・年齢構成では、70～74才人口が最も多い（男性は45～49才）。

・年齢別人口分布の推移では、前回調査の2012年から約10年スライドした分布である。

・自動車利用が64.4％から67.3%に増加。

・公共交通が5.8%から5.3%に減少。

１-4．手段別トリップ特性

公共交通利用は減少

5.8

〇高齢化の進展

〇交通需要の減少

〇１人あたりトリップ数の減少 〇外出率の減少

〇自動車利用分担率の増加 〇公共交通利用分担率の減少

5.3

自動車利用は増加
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※

※

1. 本体調査一般集計・付帯調査集計報告

総トリップ数の減少

※R5パーソントリップ調査マスターデータを集計したもの ※R5パーソントリップ調査マスターデータを集計したもの

※:第4回委員会時から修正

■調査範囲 菊池市地域全体を対象
（2012は泗水のみ）

宇城市地域全体を対象
（2012は松橋、不知火、小川のみ）
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・手段構成をみると、30歳以上で自動車利用が増加、一方15～29歳の自動車利用は減少。

・自動車分担率は男女ともに高齢者で増加。

・公共交通分担率は男性の若年層で増加、女性の高齢者で減少。

１-5．目的別トリップ特性

・私用目的は27.6%から26.7%に減少。業務目的は12.8%から10.6%に減少。

・目的別手段構成比では、全目的で自動車利用が増加し、公共交通利用は減少。

私用Ⅰ 買物・食事・レジャー・散歩等 

私用Ⅱ 通院・送迎・その他私用 

業務Ⅰ 販売・配達・会議・集金・作業等 

業務Ⅱ 農林漁業作業 

帰宅Ⅰ 通勤・通学の復路 

帰宅Ⅱ その他帰宅 

 

■用語

(1)目的別トリップ構成比の推移

(2)目的別手段別構成比

6.6

1.0

5.1

10.1

7.7

5.7

0.7

4.5

7.9

6.7

■2023年

(1)年齢別手段構成

7.4 5.0

■2012年 ■2023年

■ 自動車分担率(男性) ■ 自動車分担率(女性)

■ 公共交通分担率(男性) ■ 公共交通分担率(女性)

高齢者で
自動車分担率は増加

高齢者で
自動車分担率は増加

若年層で増加
高齢者で減少

〇自動車利用の増加 〇公共交通利用の減少

１-6．属性別トリップ特性

■2012年

(2)自動車分担率

(3)公共交通分担率

(1)ピーク率の推移

8.2（2023）
8.4（2012）

■ 発時刻分布 ■ 着時刻分布

・ピーク率は、朝ピークは発着ともに増加、夕ピークはやや減少。

１-7．時間特性

15.0

16.2
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17.3
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通勤 通学 私用Ⅰ 私用Ⅱ 業務Ⅰ 業務Ⅱ 帰宅Ⅰ 帰宅Ⅱ

27.6

26.7

8.9（2023）
9.0（2012）

12.8

10.6

〇自動車利用の増加 〇公共交通利用の減少 〇高齢者の自動車利用の増加

〇朝ピーク率の増加

2

朝ピーク率は増加 朝ピーク率は増加

※

※:第4回委員会時から修正

公共交通
利用の減少

自動車利
用の増加

※

3
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(1)全目的全手段流動 (2)目的別流動

１-8．地域間流動特性

・地域間流動では、全体的に前回調査時よりも減少しているものの、合志市ー菊陽町の結びつきは強くなっている。

・通勤をみると東区ー菊陽町、菊陽町ー大津、私用をみると合志市ー菊陽町、業務をみると、合志市ー東区、北区等の結びつきが強くなっている。

■通勤目的 ■私用目的 ■業務目的

〇地域間流動の減少 〇都市圏北東部関連の流動が増加

4
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※熊本市区内々を除く■全目的 ※熊本市区内々を除く ※熊本市区内々を除く ※熊本市区内々を除く

※熊本市区内々流動 ※熊本市区内々流動 ※熊本市区内々流動 ※熊本市区内々流動
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(3)手段別流動

１-8．地域間流動特性

・自動車利用では合志市ー菊陽町の流動が増加。

・公共交通利用では西区内々が増加しているものの全体的に市町村間での移動は少ない。

■自動車利用 ■公共交通利用

〇都市圏北東部関連の流動が増加 〇公共交通利用の減少

5

(1)地域別発生集中量

１-9．地域別トリップ特性

・発生集中量は中央区、東区、南区で500千トリップ/日以上と多い。

・周辺市町村では、合志市、菊陽町、大津町、益城町、宇城市、宇土市で100千トリップ/日以上。

・発生集中量の伸びはほぼ全ての市区町村で減少している。

■発生集中量 ■発生集中量の伸び率

〇中心部での発生集中量の多さ 〇交通需要の減少傾向

ほぼ全ての
市区町村で減少
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※熊本市区内々を除く

※熊本市区内々流動 ※熊本市区内々流動

※熊本市区内々を除く
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・自動車分担率は中央区、東区、西区、益城町以外の市区町村で70%を超え、菊池市、西原村、甲佐町で

は80%を超える。

・分担率の伸びは大津町、益城町、嘉島町以外は増加傾向。

・公共交通分担率は郊外部で減少傾向。

(2)地域別・代表交通手段構成の変化

■自動車分担率 ■自動車分担率の伸び率

■公共交通分担率 ■公共交通分担率の伸び率

〇郊外部での自動車利用の増加 〇公共交通利用の減少

※

※

※:第4回委員会時から修正

１-9．地域別トリップ特性

8%

28%

5%

3%

13%

24%

16%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

インターネットで生活が完結するから

コロナの影響で外出を控えているから

屋内で活動したいから

外出する移動手段がないから

外出する暇がないから・面倒だから

以前に比べ体力が落ちたから

お金を浪費したくないから

免許を返納したから

8%

28%

7%

5%

15%

25%

19%

3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

インターネットで生活が完結するから

コロナの影響で外出を控えているから

屋内で活動したいから

外出する移動手段がないから

外出する暇がないから・面倒だから

以前に比べ体力が落ちたから

お金を浪費したくないから

免許を返納したから

１-10．外出頻度の変化（コロナ契機での変化）

6

25.2%

27.4%

66.3%

65.4%

8.5%

7.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

減った 変わらない 増えた

(1) 5年前と比べた外出頻度の変化

■自動車利用 ■公共交通利用

23.3%

26.3%

65.1%

63.9%

11.6%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日

休日

減った 変わらない 増えた

N＝13,612

N＝13,444

N＝1,641

N＝1,619

■平日

■休日

平日休日ともにコロナの影響
による出控えが高い

(2) 外出が減った理由

N＝777

N＝2,619

N＝472

N＝292

N＝1,255

N＝2,283

平日休日ともにコロナの影響
による出控えが高い

N＝1,502

N＝287

N＝794

N＝2,634

N＝669

N＝438

N＝1,430

N＝2,330

N＝1,827

N＝259

・自動車利用・公共交通利用とも５年前に比べて、約25％の方が外出が減ったと回答。

・5年前と比べて外出頻度が減った理由として「コロナの影響で外出を控えているから」が高い。

・以後は付帯調査の集計であり
拡大・補正を行わないサンプルベースの分析

※本体調査で自動車・公共交通での移動がある方で分類
自動車・公共交通ともに利用がある方はN=149
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・ワードクラウド分析、共起キーワード分析では、自動車を利用する方の要望では、「渋滞」、「道路」等のワードのスコアが高く、「渋滞」では「ひどい」や「緩和」、「道路」では「整備」、「狭い」等の共起の程度が強い。

・公共交通を利用する方の要望でも、「渋滞」のワードのスコアが高く、 「バス」では「本数」や「少ない」、「渋滞」では「交通」、「緩和」等の共起の程度が強い。

←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

■自動車利用

※青色が名詞、赤色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞

※ ユ ー ザ ー ロ ー カ ル AI テ キ ス ト マ イ ニ ン グ に よ る 分 析

（ https://textmining.userlocal.jp/ ）

N＝3,879

スコア：出現回数だけでなく、重要度を加味した値。TF-IDF法で統計処理。

N＝553

「渋滞」、「道路」、「東バイパス」等に
関するワードのスコアが高い

「バス」、「市電」、「渋滞」、「本数」等に
関するワードのスコアが高い

■公共交通利用

1-11．都市圏の交通に関する課題

〇自動車利用・公共交通利用で「渋滞」のワードスコアが高く、渋滞対策に関する検討が望まれる

7
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共起：一文（改行や「。」などで区切られた各文）の中に、単語のセットが同時に出現するという意味。

共起回数は、一緒に出現した回数を指します。

文章中に出現する単語の出現パターンが似たものを線で結んだ図。

出現数が多い語ほど大きく、また共起の程度は強い方から順に 太い実線 > 細い実線 > 破線
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②高齢化の進展

・ピーク年齢のスライド（2012年：60～64才、2023年：70～74才） [1-1]

③総トリップ数の減少

・総人口の増加傾向に比べ1日あたりの総トリップ数は減少（0.85倍：2023年/2012年）

・関連トリップでは都市圏内々、流出入、外々全てにおいて減少
[1-2]

④生成原単位（１人あたりトリップ数）減少

・生成原単位（グロス）は2.78⇒2.23トリップ/人に（ネット）は3.14⇒2.83トリップ/人に減少

・生産年齢人口の平均外出率は92.1⇒82.4％に減少
[1-3]

①総人口の増加

・5歳以上人口の増加（1.06倍：2023年/2012年）※2012年調査圏域の場合1.01倍 [1-1]

⑤自動車利用分担率の増加

・代表交通手段における自動車利用は増加（ 2012年：64.4%、2023年：67.3%）

・30歳以上（特に65歳以上）の高齢者の自動車利用は増加（2012年：61.8%、2023年：74.2%）

・自動車分担率は男女ともに高齢者で増加

[1-4]

[1-6]

[1-6]

・公共交通利用は減少（ 2012年：5.8%、2023年：5.3%）

・全目的で公共交通利用は減少

・65才以上の高齢者の公共交通利用は減少（2012年：7.4%、2023年：5.0%）

⑥公共交通利用分担率の減少

[1-4]

[1-5]

[1-6]

⑦朝ピーク率の増加

・ピーク率については、朝ピークは発着ともに増加

（ 発2012年：12.9% 、2023年：14.9% 着2012年：12.0% 、2023年：14.3%）

・自動車利用のみならず公共交通利用でも「渋滞」への関心が高い。

[1-7]

[1-11]

⑧都市圏北東部地域の流動の増加

・全体的に前回調査時よりも減少しているものの、合志市ー菊陽町の結びつきは強い

・通勤では東区ー菊陽町、菊陽町ー大津、私用では合志市ー菊陽町、

業務では合志市ー東区、北区等の結びつきが強い

[1-8]

[1-8]

⑨郊外部の自動車利用の増加と公共交通利用の減少

・発生集中量は中央区、東区、南区で500千トリップ/日以上と多い

・発生集中量の伸びはほぼ全ての市区町村で減少している

・自動車分担率は中央区、東区、西区、益城町以外の市区町村で70%超

・公共交通分担率は中央区、西区は比較的高く、増加傾向

[1-9]

[1-9]

[1-9]

[1-9]

[0-00] は付帯調査結果から整理※

1-12．本体調査一般集計・付帯調査集計結果のまとめ

⑩コロナ禍における外出頻度の減少

・5年前と比べて外出頻度が減った理由として「コロナの影響で外出を控えているから」が高い。 [1-10]



2-1-1. 計画課題と分析テーマの設定
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2. テーマ集計 2-1．分析テーマの検討

朝ピークの交通特性に関する分析
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・一般集計・付帯調査集計の結果や、継続的な課題・近年の社会的潮流などから整理した計画課題

に対して、以下のテーマ分析を実施し、以後の施策検討への基礎資料とする。

新たな生活様式の定着動向に関する分析

公共交通の利用実態に関する分析

高齢者・子育て世代の交通特性に関する分析

都市圏北東部の交通特性に関する分析

（2）時間特性を踏まえた施策対応

（3）高齢者・子育て世代等への対応

（1）公共交通の利用実態への対応

（4）新たな産業動向への対応

（5）コロナ禍を契機とした新たな生活様式への対応

自動車交通の課題

公共交通の課題

前回PT以降も継続的な課題

近年の社会的潮流

今回PT集計結果

●運転免許証自主返納後の

高齢者移動手段の確保

●路線バス利用者の減少

●公共交通機関利用者の減少

●鉄道利用者が減少

●自動車利用者の増加

●熊本市中心部の慢性的な交通渋滞

●都市圏北東部の交通需要増加

※第１回委員会資料（R4.7.7開催）より

①総人口の増加

②高齢化の進展

③総トリップ数の減少

④生成原単位減少

⑤自動車利用の増加

⑥公共交通利用の減少

⑦朝ピーク率の増加

⑧都市圏北東部地域の流動の増加

⑨郊外部の自動車利用の増加

⑩コロナ禍における外出頻度の減少

高齢者・子育て世代の交通に関する課題

都市圏北東部の産業動向への対応

新たな生活様式の定着に伴う
外出行動の変化への対応

⑥公共交通利用の減少
⑨郊外部の自動車利用の増加
●路線バス利用者の減少
●公共交通機関利用者の減少
●鉄道利用者が減少
◯中心市街地の衰退
◯新たな計画等の策定
◯ICT等新技術の進展

⑤自動車利用の増加
⑦朝ピーク率の増加
⑨郊外部の自動車利用の増加
●自動車利用者の増加
●熊本市中心部の慢性的な交通渋滞
◯新たな計画等の策定

①総人口の増加（過去10年）
②高齢化の進展
●運転免許証自主返納後の高齢者移動手段の確保
◯移動困難者（高齢者中心）の増加

⑧都市圏北東部地域の流動の増加
●都市圏北東部の交通需要増加
○都市圏北東部への大規模企業進出

③総トリップ数の減少
④生成原単位減少
⑩コロナ禍における外出頻度の減少
●公共交通機関利用者の減少
◯中心市街地の衰退
◯観光交流の促進
◯新型コロナへの対応（新生活様式）

計画課題 分析テーマ

◯H28熊本地震からの創造的復興対応

◯移動困難者（高齢者中心）の増加

◯中心市街地の衰退

◯観光交流の増進

◯新たな計画等の策定

◯都市圏北東部への大規模企業の進出

◯ICT等新技術の進展

◯新型コロナへの対応（新生活様式）

※第１回委員会資料（R4.7.7開催）より



・熊本市中心部の自動車の平均速度は全国の政令指定都市（３大都市圏除く）でワースト１位。

・自動車利用者の都市圏交通の課題・問題点として「渋滞」に関するスコアが最大。公共交通利用者

でも「渋滞」が上位。【付帯調査】

・一方で、都市圏全体のトリップ数は減少傾向（約18％減）。【本体調査】

⇒朝ピークの交通特性に関する分析（テーマ２）

2-1-2. 分析テーマの検討
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2. テーマ集計 2-1．分析テーマの検討

（２）時間特性を踏まえた施策対応

・全国政令指定都市の
平均速度（DID内）

・ピーク率の推移（本体調査）

・都市圏交通の課題・問題点（付帯調査）

【公共交通利用者】【自動車利用者】

自動車利用者の
最大の関心事は

渋滞

公共交通利用者も

渋滞
への関心が高い

アウトプットのイメージ
◯朝ピークの渋滞対策検討に活用
例)時差出勤・手段転換等の要請

ピークカット効果分析
など
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14.3（2023）
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朝ピーク率は増加

・熊本県渋滞解消推進本部の立ち上げ

出典:令和６年度 第１回 熊本県交通渋滞対策協議会資料抜粋
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（１）公共交通の利用実態への対応

・公共交通利用者は減少傾向（55.5百万人/年[2012]→50.9百万人/年[2023]）で、担い手

不足などの経営環境の変化により熊本市電・バスでは実車走行キロが減少。

・公共交通分担率も減少傾向（5.7％[2012]→5.3％[2023]）。【本体調査】

・自動車利用者に比べてバス利用者の方が、過去5年で「外出頻度が減少」との回答割合が高い

（【平日】自動車:25％、バス:28％、【休日】自動車:27％、バス:30％ ）。【付帯調査】

⇒公共交通の利用実態に関する分析（分析テーマ１）
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・公共交通利用者数の推移

8％減

35％増

27％減

・実車走行キロの推移

（千人/年度）

出典:熊本市資料

（伸び率:基準年2015）

出典:鉄道統計、熊本市交通局事業年報、共同経営推進室公表資料
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・公共交通分担率の推移（本体調査）

(％)
公共交通分担率が
高齢層で減少

16%
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2023

徒歩 二輪車 自動車 バス 市電 鉄道

公共交通5.8％

公共交通5.3％

【都市圏全体】

【年齢階層別】

公共交通分担率が減少

25%

28%

27%

30%

66%

62%

65%

63%

8%

10%

7%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自動車利用

バス利用

自動車利用

バス利用

平
日

休
日

減った 変わらない 増えた

・外出頻度の変化・5年前と比べて（付帯調査）

バス利用者の方が外出頻度
が減ったとの回答が多い

※利用交通手段は本体調査とのマッチング

バス利用の減少が大

バス・市電の
実車走行キロが

減少傾向

アウトプットのイメージ
◯実態を踏まえた公共交通施策検討に活用
・交通サービス条件
例)サブスク・均一料金エリア拡大

・基幹公共交通アクセス交通手段
例)シェアサイクル・Ｐ＆Ｒ等

など

2％減

3％減



・熊本都市圏の高齢人口は、10年間で約1.24倍（23.6万人[2010]→29.3万人[2020]）。

・熊本県の75歳以上の方の免許返納率は全国でワースト３（令和5年実績）。

・高齢者の自動車分担率は増加傾向。【本体調査】

・熊本県では「子どもまんなか熊本」推進本部会議を立ち上げ、熊本市では塾等の習いごとの送迎を支

援するAIデマンドタクシー「チョイソコくまもとキッズ」の実証実験を継続。

⇒高齢者・子育て世代の交通特性に関する分析（分析テーマ３）

（４）新たな産業動向への対応

・半導体受託生産最大手TSMC（2024.12本格稼働）の進出を契機に熊本県下への企業進出

が相次いでおり、都市圏北東部には半導体関連企業の進出が顕著。

・都市圏北東部に位置する合志市、大津町、菊陽町と嘉島町は、夜間人口、昼間人口ともに過去

10年で概ね10％以上増加。

・地域間流動では、合志市－菊陽町間や合志市、大津町、菊陽町内々の増加を確認。【本体調査】

⇒都市圏北東部の交通特性に関する分析（テーマ４）
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←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

・熊本県内企業誘致件数の推移

59 61

72

0

20

40

60

80

100

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

出典:熊本県資料

（件/年度）

TSMC進出発表
2021.10 菊池市

15%

合志市

4%

大津町

15%

菊陽町

7%
益城町

15%

その他8市町村

44%

出典:熊本県資料(2021.11～2024.9)
※全60企業のうち、進出先非公表の企業33社を除く

半導体関連企業数
27社

2021.11～2023.9

・TSMC進出発表以後に進出した半導体関連企業

半数以上が
都市圏北東部

・熊本都市圏人口の伸び（2020/2010）

【夜間人口】

【昼間人口】

・市町村間流動（全目的・全手段）

企業進出が
増加
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（伸び率:2020/2010）
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1.21 

1.00 

0.97 

1.25 
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都市圏北東部の
人口の伸びが顕著

都市圏北東部の
人口の伸びが顕著

都市圏北東部の
自治体内々の増加

アウトプットのイメージ
◯増大する都市圏北東部関連交通へ
の対策検討に活用
例)豊肥本線の輸送力強化

など
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（３）高齢者・子育て世代等への対応
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・75歳以上の方の都道府県別免許返納率(R5)

熊本県の75歳以上の方の免許返納率は

全国ワースト３位

出典:運転免許統計/警察庁(令和5年度版)
※免許申請取消件数/(中型・準中型・普通免許保有者数+免許申請取消件数)

・自動車分担率の推移（本体調査）
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・「こどもまんなか熊本」推進会議本部の立ち上げ

利
用
実
績

自動車分担率が増加

・「チョイソコくまもとキッズ」実証実験

18%増

(1位)

アウトプットのイメージ
◯高齢者の移動手段確保検討に活用
例)高齢者の訪問頻度の高い目的地

までの交通手段
◯子育て世代を支援する交通施策検討に活用
例)習い事デマンドタクシー導入エリア
例)MaaS技術を用いたシームレス決済

など

・年齢階層別人口（熊本都市圏）
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出典:熊本市公表資料を加工/R4.11.28～R5.2.17
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での間を運行するAIデマンド
タクシー(R6年度も継続中)

出典:熊本県/第1回「こどもまんなか熊本」推進本部資料抜粋



（５）コロナ禍を契機とした新たな生活様式への対応
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←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

・コロナ禍前の2019年から公共交通利用者、自動車交通量ともに回復途上。

・都市圏全体の外出率が減少傾向（88.5％[2012]→79.2％[2023]）。【本体調査】

・５年前に比べて外出頻度が減ったと回答された方の、その理由の最大は「コロナで外出を控えているか

ら」が約28％。【付帯調査】

⇒新たな生活様式の定着動向に関する分析（テーマ５）
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4％減
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出典:熊本市資料
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・自動車交通量の推移（国道57号東BPから抽出）

（伸び率）

2％減

出典:JARTICトラカンデータ(国道57号抽出)
計測地点番号:375,333,2206,338,366,343
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すべての年齢階層において
外出率が低下

・年齢階層別外出率の推移（本体調査） ・在宅勤務実施状況（本体調査）
※外出していない人のうち
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28%
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13%

24%

16%

3%
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■平日

コロナの影響による
出控えが高い
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コロナ禍前
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・５年前に比べて外出頻度が減った理由（付帯調査）

アウトプットのイメージ
◯多様な暮らし方・働き方の定着・進展
がもたらす交通行動の変化分析に活用
例)属性別リモートワーク等 要請
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③ 朝ピーク時の市区町村間の傾向（全目的・自動車）

・市区町村間の流動では、自治体内々のほか、都市圏北東部に関連する流動の増加が確認されてお

り、TSMCを始めとする企業進出の影響が想定される。

【朝ピーク(7～8時台)に出発】 【朝ピーク(7～8時台)に到着】

出発地 到着地

ある目的で
自動車を利用して
7～8時台に出発

出発地 到着地

ある目的で
自動車を利用して
7～8時台に到着

※1,000トリップ以上を表示
※赤文字表示は2012年より増えた流動
※前回(2012)PT対象エリア居住者の流動
菊池市：泗水のみ
宇城市：松橋，不知火，小川のみ

熊本市中央区・東区と
都市圏北東部関連の

交通が増加
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2-2-1. 分析目的

←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

2-2．朝ピークの交通特性に関する分析

・都市圏全体の日あたりのトリップ数が減少傾向（約2割減）にあるなか、朝ピーク時（7～8時台）

の渋滞の要因分析と、対応方針の検討を目的とした。

・全目的・自動車利用で見るとさらに顕著で朝ピーク時発のトリップ数（30.8万トリップ→30.6万トリッ

プ）でほぼ変化なし、着ベースで約4％減、自動車利用はほぼ減っていない。

② 全目的・自動車利用の発着時刻分布

2-2-2. 分析

① 全目的・全手段の発着時刻分布

・朝ピーク時発のトリップ数（54.8万トリップ→52.1万トリップ）で約5％減、着ベースでも約8％減と、

日あたりの減少率に比べて小さい。

第5回委員会資料
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▲全目的・全手段の出発時刻分布の変化 ▲全目的・全手段の到着時刻分布の変化

(トリップ/時) (トリップ/時)

▲全目的・自動車利用の出発時刻分布の変化

(トリップ/時) (トリップ/時)

▲全目的・自動車利用の到着時刻分布の変化

2012,2023ともに
出発は7時台がピーク

2012,2023ともに
到着は8時台がピーク

2012,2023ともに
出発は7時台がピーク

2012,2023ともに
到着は8時台がピーク
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0.82倍
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総トリップ数の減少

▲都市圏総トリップ数(日あたり)

（1）ピーク時特性

約10年で
総トリップ数は

約２割減

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

2012 2023（％）

14.9（2023）
12.9（2012）

8.9（2023）
9.0（2012）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23

2012 2023（％）

14.3（2023）
12.0（2012）

8.2（2023）
8.4（2012）

朝ピーク率は増加

朝ピーク率は増加

▲24時間ピーク率の推移

【発時刻分布】

【着時刻分布】
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←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

▲自動車利用の目的別トリップ数の変化

(千トリップ/2h)

・通勤目的の朝ピーク出発で約2.0万トリップ減少しているものの、業務Ⅰ目的で約1.5万トリップ増加、

通学、私用Ⅰ、帰宅Ⅰ目的も増加しており、全体で約0.2万トリップの減に留まる。

・朝ピーク到着では、通勤目的が約1.5万トリップの減に対して、業務Ⅰ目的で約0.6万の増となってお

り、全体では約1.1万トリップ程度の減となっている。

④ 朝ピーク時の自動車利用の目的別トリップ数

約2.0万ﾄﾘｯﾌﾟ減 約1.5万ﾄﾘｯﾌﾟ増

約1.5万ﾄﾘｯﾌﾟ減 約0.6万ﾄﾘｯﾌﾟ増

私用Ⅰ 買物・食事・レジャー・散歩等 

私用Ⅱ 通院・送迎・その他私用 

業務Ⅰ 販売・配達・会議・集金・作業等 

業務Ⅱ 農林漁業作業 

帰宅Ⅰ 通勤・通学の復路 

帰宅Ⅱ その他帰宅 

 

■目的の内容
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① 朝ピーク時の通勤目的・職業分類別トリップ数の推移（自動車）

・通勤目的でみると、全目的と同様に「医療・福祉（約353百トリップ /2h）」が最大で、前回

（2012）の1.1倍。

・「製造業（289百トリップ/2h）」が続くが減少傾向で、前回（2012）の0.9倍。

(百トリップ/2h)

▲通勤目的の職業分類別トリップ数の推移（自動車利用）

（2）通勤目的に関するピーク時特性

・熊本市を目的地とするトリップは減少傾向であるものの最大で972百トリップ、熊本市東区は増加。

・都市圏北東部も減少傾向にあるものの、熊本市最大の東区よりもトリップ数が多い（1.3倍）。

・熊本市を目的地とするトリップの約８割が熊本市発。

(百トリップ/2h)

▲通勤目的トリップの到着地（自動車利用・朝ピーク着）

② 朝ピーク時の通勤目的の到着地（自動車）

▲通勤目的トリップ到着地別の出発地内訳（自動車利用・朝ピーク着・2023）

約８割が
熊本市から

【熊本市】 【都市圏北東部】 【都市圏南・東部】

・「医療・福祉」が最大で約412百トリップ/2h、「建設業（約363百トリップ/2h）」、「製造業（約

339百トリップ/2h）」と続く。

⑤ 朝ピーク時の全目的・職業分類別トリップ数の推移（自動車）

「医療・福祉」が
最大で増加傾向

(百トリップ/2h)

▲全目的の職業分類別トリップ数の推移（自動車利用・朝ピーク着）

「建設業」も
増加傾向

「医療・福祉」が
最大で増加傾向

通勤目的が減少 業務Ⅰ目的が増加

N(2012)=226.1千トリップ
N(2023)=221.5千トリップ
※非就業者・職業その他・不明を除く

N(2012)=165.2千トリップ
N(2023)=154.8千トリップ
※非就業者・職業その他・不明を除く
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西区104
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221
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189
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中央区
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N(2012)=184.6千トリップ
N(2023)=165.2千トリップ
※目的地不明を除く

「製造業」が
続くが減少傾向
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都市圏北東部 ：菊池市，合志市，
大津町，菊陽町，

都市圏南・東部：宇土市，宇城市，
西原村，益城町，
御船町，嘉島町，
甲佐町
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【熊本市】 【都市圏北東部】 【都市圏南・東部】

① 朝ピーク時の業務Ⅰ目的・職業分類別トリップ数の推移（自動車）

・業務Ⅰ目的でみると「建設業（約225百トリップ/2h ）」が最大で、前回（2012）の1.4倍。

（3）業務Ⅰ目的に関するピーク時特性

(百トリップ/2h)

▲業務Ⅰ目的の職業分類別トリップ数の推移（自動車利用）

「建設業」が
最大で増加傾向

・熊本市を目的地とするトリップが最大で約263百トリップで増加傾向（1.2倍）、都市圏北東部を目

的地とするトリップも増加傾向（1.7倍）にあり、熊本市最大の中央区よりトリップ数は大。

・熊本市を目的地とするトリップの約９割が熊本市発、都市圏北東部を目的地とする約４割が熊本市

発で最大。

② 朝ピーク時の業務Ⅰ目的の到着地（自動車）

(百トリップ/2h)

都市圏北東部 ：菊池市，合志市，
大津町，菊陽町，

都市圏南・東部：宇土市，宇城市，
西原村，益城町，
御船町，嘉島町，
甲佐町

▲業務Ⅰ目的トリップの到着地（自動車利用・朝ピーク着）

▲通勤目的トリップ到着地別の出発地内訳（自動車利用・朝ピーク着・2023）

中央区

59

東区

48

西区32

南区

49

北区

40

北区

73

東区

47

中央区

82

西区36

南区26

約９割が
熊本市から

N(2012)=33.5千トリップ
N(2023)=41.2千トリップ
※非就業者・職業その他・不明を除く

N(2012)=38.6千トリップ
N(2023)=50.2千トリップ
※目的地不明を除く

熊本市から
が最大



３. 都市圏の将来像

←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

3-1．シナリオの設定

・現行の「熊本都市圏 都市交通マスタープラン」の公表直後に、「平成28年熊本地震」が発生し、計画策定時の想定が大きく変化している。
・また、新型コロナウィルスの発生による移動制限など、想定していない状況が発生している。
・不確定な将来の変化に対応した計画立案を行うため、いくつかの社会変化のバリエーションを想定しておくことが重要であり、状況の変化をシナリオとして設定することが必要である。
（第6回東京都市圏パーソントリップ調査 「新たなライフスタイルを実現する人中心のモビリティネットワークと生活圏～転換点を迎えた東京都市圏の都市交通戦略～（令和3年3月 東京都市圏交通計画協議会）」 など）。

第5回委員会資料
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(1)前回PT調査を踏まえた現行の都市交通マスタープランの振り返り

熊本都市圏 都市交通マスタープラン
平成28年3月公表 平成30年11月公表

想定することが困難な
要因

「平成28年熊本地震」
の発生

(平成28年4月14,16日)

計画策定時の
想定が大きく変化

実行計画

出典：令和５年度熊本都市圏総合交通戦略協議会(令和5年5月29日)
中間報告 熊本県協議会資料 より抜粋

想定することが困難な要因
「新型コロナウイルス」の発生

熊本都市圏総合交通戦略 熊本都市圏総合交通戦略 中間報告

(2)将来の想定シナリオ（案）

自動車交通の課題

公共交通の課題

高齢者・子育て世代の交通に関する課題

都市圏北東部の産業動向への対応

新しい生活様式の定着に伴う外出行動の
変化への対応

⑥公共交通利用の減少 ⑨郊外部の自動車利用の増加
●路線バス利用者の減少 ●公共交通機関利用者の減少
●鉄道利用者の減少
◯中心市街地の衰退 ◯新たな計画等の策定
◯ICT等新技術の進展

⑤自動車利用の増加 ⑦朝ピーク率の増加
⑨郊外部の自動車利用の増加
●自動車利用者の増加
●熊本市中心部の慢性的な交通渋滞
◯新たな計画等の策定

①総人口の増加（過去10年） ②高齢化の進展
③総トリップ数の減少 ④生成原単位減少
●運転免許証自主返納後の高齢者移動手段の確保
◯本格的な少子高齢社会の到来

⑧都市圏北東部地域の流動の増加
●都市圏北東部の交通需要増加
○都市圏北東部への大規模企業進出

③総トリップ数の減少 ④生成原単位減少
⑩コロナ禍における外出頻度の減少
●公共交通機関利用者の減少
◯中心市街地の衰退 ◯観光交流の促進
○新型コロナへの対応（新生活様式）

計画課題 将来の想定シナリオ（案）と想定される将来需要の変化・将来の姿

将来の想定シナリオ（案）

シナリオ（案）における条件の考え方
想定される将来需要の変化

（トリップ数など）
交通網 都市構造

公共交通 道路交通 人口フレーム 配置

基
本

趨勢型シナリオ
（2023年時点の各計画の完成形）

基本
基本

NW形成
渋滞対策

基本
区域MP

目標

基本
〔立適考慮〕

基本となる将来目標人口、公共・道路交通網による
将来需要

➀
公共交通利用者数変動シナリオ
（公共交通ｻｰﾋﾞｽｾﾞﾛ・ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ減）

低下
〔機能低下〕

向上
〔道路特化〕

基本 基本
公共交通サービス低下による公共交通利用の減少・
自動車利用の増加

➀’
公共交通利用者数変動シナリオ
（公共交通利用者2倍：誘導区域）

向上
〔機能向上〕

基本 基本
集約強化

〔誘導区域〕
公共交通サービス向上・誘導による公共交通利用の
増加・自動車利用の減少

➀”
公共交通利用者数変動シナリオ
（公共交通利用者2倍：鉄軌道沿線）

向上
〔機能向上〕

基本 基本
集約強化

〔鉄軌道沿線〕
公共交通サービス向上・鉄軌道沿線誘導による公共
交通利用の増加・自動車利用の減少

➁
半導体関連産業集積拡大シナリオ
（都市圏北東部中心の産業集積）

基本
向上

〔特定地域〕
趨勢より増加
〔特定地域〕

趨勢より増加
〔特定地域〕

公共交通・道路交通網のサービスに応じた利用の増
加（公共交通・自動車利用の増加）

➂
都市構造（人口）変動シナリオ
（高齢層,若年層単身世帯増加）

基本 基本
趨勢より増加
〔世帯数増加〕

基本
単身世帯の行動特性に応じた利用の増減
（公共交通・自動車利用の増減）

➃
多様な暮らし方・働き方の変化シナリオ
（ﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ・ﾘﾓｰﾄﾜｰｸ拡大）

基本 基本 基本 基本
私用・通勤等の目的移動の減少
（利用の減少・ゆとり時間の増加）

➄
インバウンド増加シナリオ
（空港利用のインバウンド増加）

基本 基本 基本 基本
私用（観光）目的移動の増加
（公共交通・自動車交通利用の増加）

交
通
網
・
都
市
構
造
等
に
関
し
て
想
定
さ
れ
る
将
来
の
変
化
へ
の
対
応 16

・計画課題を踏まえ将来の想定シナリオ（案）を設定、①①‘①“②を主要シナリオ、③④⑤は派生シナリオとして位置付けて分析を進める予定である。



(2)都市計画区域マスタープランからみた都市軸の設定イメージ

３. 都市圏の将来像

←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始
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３-2．将来都市構造の検討

・分析を行うための都市構造条件のうち、拠点については、熊本都市圏内で策定されている都市計画区域マスター
プランを前提に次のように設定する。なお、都市計画区域マスタープランの策定されていない都市計画未指定自治
体については、行政拠点の周辺を設定する。
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(1)都市計画区域マスタープランからみた拠点の設定イメージ

▲将来都市圏構造における拠点・都市軸の配置イメージ図

拠点の種類 概要

都市拠点
● 都市計画区域の指定が行政区域の一部部分のみである場合は、都市計画区域内を想定
● 上位・関連計画での位置付けがあり、サービス水準の高い都市機能が集積し、自治体における中心的な役割

を果たす地域

地域拠点
● 都市計画区域の指定が行政区域の一部部分のみである場合は、都市計画区域内を想定
● 上位・関連計画での位置付けがあり、一定の都市機能の維持・集約や集住を図り、日常的な生活の中心とな

り得る地域

▼拠点の概要

NO 拠点名 拠点の種類 自治体名 計画等
都市計画区域マスター

プランでの名称
1中心市街地 都市拠点 熊本市 区域MP 広域総合都市拠点

2水前寺地区 都市拠点 熊本市 区域MP 地域核

3上熊本地区 都市拠点 熊本市 区域MP 地域核

4南熊本地区 都市拠点 熊本市 区域MP 地域核

5健軍地区 都市拠点 熊本市 区域MP 地域核

6刈草地区 都市拠点 熊本市 区域MP 地域核

7御代志駅周辺 都市拠点 合志市 区域MP 地域核

8 光の森周辺 都市拠点 菊陽町 区域MP 地域核

9 嘉島町役場周辺 都市拠点 嘉島町 区域MP 地域核

10 益城熊本空港IC周辺 都市拠点 益城町 区域MP 地域核

11 菊池温泉旅館街周辺 都市拠点 菊池市 区域MP 中心商業・業務拠点

12 泗水支所周辺 都市拠点 菊池市 区域MP 近隣商業・業務拠点

13 旭志支所周辺 都市拠点 菊池市 区域MP 近隣商業・業務拠点

14 宇土市役所周辺 都市拠点 宇土市 区域MP 都市拠点

15 宇城市役所周辺 都市拠点 宇城市 区域MP 都市拠点

16 小川支所周辺 地域拠点 宇城市 区域MP 地域拠点

17 大津町役場周辺 都市拠点 大津町 区域MP 都市拠点

18 御船町役場周辺 都市拠点 御船町 区域MP 都市拠点

19甲佐町役場周辺 都市拠点 甲佐町 行政中心部周辺 －

20西原村役場周辺 都市拠点 西原村 行政中心部周辺 －

21植木地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

22北部地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

23楠・武蔵ヶ丘地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

24八景水谷・清水亀井地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

25子飼地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

26長嶺地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

27富合地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

28城南地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

29川尻地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

30城山地区 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

31 合志市役所周辺 地域拠点 熊本市 区域MP 生活拠点

32 菊陽町役場周辺 地域拠点 菊陽町 区域MP 生活拠点

33益城町役場周辺 地域拠点 益城町 区域MP 生活拠点

▼拠点の設定

・分析を行うための都市構造条件のうち、都市軸については、都市計画区域マスタープランで設定されている都市
軸を基本として設定する。

西原村
（計画なし）

甲佐町
（計画なし）



154,036 146,260 137,030 132,333 131,250 130,506

641,715 630,916 622,031 609,130 582,734 559,012

297,898 313,283 322,871 329,016 342,251 350,231
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令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 老年人口（65歳以上）

1,093,649

単位：人

1,090,459 1,081,932 1,070,479 1,056,235 1,039,749

（2020年） （2025年） （2030年） （2035年） （2040年） （2045年）

27.2%

58.7%

14.1%

28.7%

57.9%

13.4%

29.8%

57.5%

12.7%

30.7%

56.9%

12.4%

32.4%

55.2%

12.4%

33.7%

53.8%

12.6%

644,652 596,651 553,429 511,439 470,976 431,616 393,967

354,784
353,014 347,485 340,508 332,541 323,413 313,166

738,865
732,384

720,627
706,430

689,390
669,499

648,196

0
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1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年

その他県内の都市 熊本都市圏（熊本市除く） 熊本都市圏（熊本市）
単位：人

1,738,301
1,682,049 1,621,541

1,558,377
1,492,907

1,424,528
1,355,329

（2020年） （2025年） （2030年） （2035年） （2040年） （2045年） （2050年）

1,093,649 1,085,398 1,068,112 1,046,938
1,021,931 992,912

961,362

３. 都市圏の将来像
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・我が国の将来人口予測結果は、長期にわたり減少傾向である。
・全国と同様に熊本県及び熊本都市圏の将来推計人口も減少傾

向である。

3-3．将来人口フレーム

・今回の都市圏総合交通マスタープランの目標年次は、計画策定年次から概ね20年後の令和27年（2045年）に設定する。

1)全国及び熊本県と都市圏の将来人口動向

・PT調査結果は、公共交通の利用者や自動車交通量の将来推計等に活用され、そのデータが事業の採算性の参考資料や都市計画決定の基礎資料となることから、説明性の高い人口設定を行っておくことが必要である。
・将来人口フレームは、令和2年国勢調査人口をもとに推計された人口問題研究所が公表する将来推計人口(中位推計)を基本に、近年のTSMCの進出に伴う半導体関連企業の進出状況を考慮し、一部の自治体については、熊本県

独自の移動率を設定した推計値を採用する。
・令和27年（2045年）における熊本都市圏の市町村別及び、都市圏全体の将来人口フレームを以下のとおり定める。

2)熊本都市圏の将来人口フレーム案 ▲日本の総人口の推移

▲熊本都市圏の年齢階層別将来人口フレーム

出典：日本の将来推計人口 令和5年推計
国立社会保障・人口問題研究所

➀性別・年齢階層別での都市圏総人口フレームより、大規模開発による開発計画人口を先取りし、開発計画を除く人口
フレームと開発計画人口フレームを設定する。

➁市区町村別将来人口構成比より、市区町村別での開発計画を除く人口フレームと市区町村別の開発計画人口
フレームを設定する。

③市区町村内のCゾーン別将来人口構成比より、Cゾーン別での開発計画を除く人口フレームとCゾーン別の開発計画人口
フレームを設定する。

3)ゾーン別人口フレーム設定の考え方案

▼熊本都市圏の市町村別人口

令和2年 109.3万人
↓

令和27年 99.3万人

約10万人(約9％)減

出典：日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）国立社会保障・人口問題研究所
国勢調査（平成17年から令和2年）

※熊本県独自移動率は、住民基本台帳
(R3.10.1～R6.10.1)を基に設定

出典：日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）国立社会保障・人口問題研究所
国勢調査（平成17年から令和2年）

※熊本県独自移動率は、住民基本台帳(R3.10.1～R6.10.1)を基に設定

【社人研(R5年)】 令和27年将来人口99.3万人

                            ⇒熊本県独自：103.9万人 約5万人増 注】

注】開発計画フレームは精査中のため、
見込んでいない状況
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(1)将来目標年次

(2)将来人口フレーム

▲熊本県及び熊本都市圏の将来人口の推移

出典：日本の将来推計人口 令和5年推計 国立社会保障・人口問題研究所

長期にわたり
減少傾向

熊本県及び熊本都市圏の
将来推計人口は減少傾向

単位：人、％

R27（2045）推計 　

R2(2020) 増減計 自然増減 社会増減 備考

実績値 推計値 増減数 増減率 増減数 増減率 増減数 増減率

線引き 熊本市 738,865 676,199 -62,666 -8.5% -79,200 -10.7% 16,534 2.2% 熊本県独自移動率

熊本 合志市 61,772 79,678 17,906 29.0% 2,100 3.4% 15,806 25.6% 熊本県独自移動率

都市計画 菊陽町 43,337 58,371 15,034 34.7% 963 2.2% 14,071 32.5% 熊本県独自移動率

区域 嘉島町 9,547 12,970 3,423 35.9% 602 6.3% 2,821 29.5% 熊本県独自移動率

益城町 32,510 32,341 -169 -0.5% -2,962 -9.1% 2,793 8.6% 熊本県独自移動率

非線引き 菊池市 46,416 36,278 -10,138 -21.8% -8,728 -18.8% -1,410 -3.0% 熊本県独自移動率

宇土市 36,122 29,461 -6,661 -18.4% -6,366 -17.6% -295 -0.8%

宇城市 57,032 43,158 -13,874 -24.3% -13,493 -23.7% -381 -0.7%

大津町 35,187 43,607 8,420 23.9% 472 1.3% 7,948 22.6% 熊本県独自移動率

御船町 16,303 14,083 -2,220 -13.6% -3,045 -18.7% 825 5.1%

甲佐町 10,132 7,430 -2,702 -26.7% -2,686 -26.5% -16 -0.2%

西原村 6,426 6,173 -253 -3.9% -1,218 -19.0% 965 15.0%

熊本都市圏合計 1,093,649 1,039,749 -53,900 -4.9% -113,561 -10.4% 59,661 5.5%



【参考資料】
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■将来都市構造の検討
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区域 拠点 都市軸

熊本都市計画区域
(見直し中)

広域総合都市拠点：1拠点
地域核：9拠点
生活拠点：13拠点
広域防災拠点：3拠点
工業流通拠点：13拠点
広域観光・レクリエーション拠
点：８拠点
広域スポーツ・レクリエーション
拠点：2拠点

熊本中心市街地軸
放射線都市連携軸
広域交通軸
広域交通骨格道路
域内幹線道路
（他の都市計画
区域と連続する軸）

菊池都市計画区域
(見直し中)

中心商業・業務拠点：1拠点
近隣商業・業務拠点：2拠点
工業拠点：4拠点

都市連携軸

宇土・宇城都市計
画区域

都市拠点：2拠点
地域拠点：1拠点
工業・流通拠点：５拠点
レクリエーション拠点： ５拠点

広域連携軸
地域連携軸

大津都市計画区域
(見直し中)

都市拠点：1拠点
生活拠点：８拠点
工業・流通拠点：6拠点
レクリエーション拠点：4拠点

広域連携軸
地域連携軸

御船都市計画区域

都市拠点：1拠点
生活拠点：4拠点
工業・流通拠点：4拠点
レクリエーション拠点：７拠点

地域交流軸

▼熊本都市圏内の都市計画区域マスタープランで設定された拠点と都市軸の概要

※薄い文字は対象外
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・熊本都市計画区域を構成する市町（熊本市、合志市、菊陽町、益城町、嘉島町）については、現在検討している区域区分の関係から、TSMCの進出等を考慮した熊本県独自の将来人口推計を実施予定
・「菊池市」については、TSMCの進出による今後の影響を考慮し、上記と同様の方法で推計を実施
・「大津町」については、近年の人口増加傾向を考慮し、上記と同様の方法で推計を実施

▲菊池市の将来人口 ▲宇土市の将来人口 ▲宇城市の将来人口

出典：「日本の地域別将来推計人口（R5） 国立社会保障・人口問題研究所」
出典：「日本の地域別将来推計人口（R5） 国立社会保障・人口問題研究所」 出典：「日本の地域別将来推計人口（R5） 国立社会保障・人口問題研究所」

▲大津町の将来人口

▲御船町の将来人口 ▲甲佐町の将来人口

出典：「日本の地域別将来推計人口（R5） 国立社会保障・人口問題研究所」

出典：「日本の地域別将来推計人口（R5） 国立社会保障・人口問題研究所」 出典：「日本の地域別将来推計人口（R5） 国立社会保障・人口問題研究所」

▲西原村の将来人口

出典：「日本の地域別将来推計人口（R5） 国立社会保障・人口問題研究所」
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5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

H22 H27 R2 R7推計 R12推計 R17推計 R22推計 R27推計 R32推計

人口（人）

社人研公表値（R5報告書）

社人研公表値（H30報告書）

社人研公表値（H25報告書）

2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045 2050

R22目標人口 39,565人（総合計画）
R7目標人口 36,000人（総合計画）

目標人口 55,000人以上（総合計画）

（R6.6：45,034人）

（R6.6：35,390人）
（R6.6：55,166人）

（R6.6：35,867人）

R22目標人口 39,973人（総合計画）

（R6.6：16,662人）

R9目標人口 16,000人（総合計画）

（R6.6：9,714人）

R22目標人口 8,721人（ビジョン※）

※まち・ひと・しごと創生甲佐町人口ビジョン（改訂版）より

（R6.6：6,709人）

R22目標人口 6,971人（総合戦略※）

※第2期まち・ひと・しごと創生西原村総合戦略（独自推計）より

増加傾向

●熊本都市圏（熊本都市計画区域：2市3町を除く）の市町村別将来推計人口

▲熊本都市計画区域における熊本県独自の将来人口推計について

出典：熊本県都市計画課資料



４. 将来予測
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４-1．需要予測の全体フロー

・将来の交通需要予測は、個人の１日の交通行動データを推計し、属性等に応じた交通行動を検討する手法
として「アクティビティベースドモデル（ABM）」を適用した予測を実施。
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４-２．ステップ別での需要予測イメージ

四段階推計モデル アクティビティベースドモデル

推計方法 トリップ数を集計的に表現 個人の一日の活動を表現

時間 日単位 時間単位の考慮が可能

属性 性別や年齢などの一部考慮が可能
性別や年齢に加え、世帯構成など個人の
属性が考慮可能

アウトプット OD表
一日の活動データ
※従来のOD表に加え、外出率や活動時
間等も算出可

推計
イメージ

：インプット

：推計モデル

：アウトプット

域内居住者
人口データ

PT予測データ

OD集計

アクティビティ
モデル

交通条件
データ

ゾーンデータ

■需要予測の全体フロー

●域内居住者人口データ
・熊本都市圏の将来人口フレーム
●ゾーンデータ
・ゾーンの人口以外のポテンシャルデータ
従業人口密度、各種施設数（学校・医療施
設・大規模商業施設など）
●交通条件データ
・ゾーン間の交通手段別の移動条件（移動時
間・移動費用・乗換回数・運行本数など）

■従来手法と今回手法の比較

・ABMでは、1日の交通行動を「ツアー」、「立ち寄り」のステップで実施し、「ツアー」や「立ち寄り」の中でも、例えば
ツアー発生回数といった選択する優先順位が高いものから順に予測。
・その予測は、「通勤、通学、業務、送迎、買物、通院、私用」目的の順に実施。

■ステップ別での需要予測イメージ

① ②・③ ④ ⑤

①・② ③

①

各ステップで推計される内容

ツアー

①ツアー発生回数の選択

②ツアー先の活動継続時間

③ツアー先の活動開始時刻の選択

④ツアーの目的地の選択

⑤ツアーの主要交通手段の選択

立ち寄り

①立ち寄りの回数の選択

②立ち寄りの活動継続時間

③立ち寄りの目的地の選択

トリップ

①トリップの交通手段の選択

４-３．今後の検討の流れについて

・将来人口フレーム（趨勢型）・交通条件などをもとに基本となる将来需要予測を実施し、「問題点・課題」への
対応を図る施策の検討・設定・評価を実施。

＜将来象＞

➀骨格交通体系の整理

②将来交通需要予測

●将来人口フレーム・交通条件（公共交通網〔検討計画含む〕と道路網〔事業化
路線・検討計画を含む〕）・ゾーン（施設など）データの整理

●①骨格交通体系を前提とした、シナリオ案に応じた将来交通需要予測

④施策案の検討 ●問題点・課題に対応した施策案の検討（交通施設・支援施策案）

⑤将来交通需要予測 ●施策案を踏まえた将来交通需要予測

⑥施策案の評価 ●施策案（交通施設・支援施策案）による指標の改善等による評価検討

⑦提案

■今後の検討の流れイメージ

令
和
６
年
度

③問題点・課題の整理 ●基本となる将来交通計画での複数シナリオ案における公共交通網・道路網への
影響・変化による問題とその対応方向について整理

令
和
７
年
度

想定ｼﾅﾘｵ案

ｼﾅﾘｵ案
(分析用)

条件検討
将来人口
交通条件
予測条件

評価指標
道路網

公共交通網

21



５. 今後のスケジュール

←(ガイド:右側)_見出し&リード文ボックス開始(ガイド)中心線→← (ガイド:左側) _見出し&リード文ボックス開始

・今後はテーマ分析・シナリオ分析を進め、その後に都市交通計画（幹線道路・公共交通・その他施策）に関する検討を実施、令和７年度中の熊本都市圏都市交通マスタープランの策定を目指す。
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R7年度R6年度

3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月3月2月1月12月

現況分析・将来予測

都市圏の将来像の検討

提案施策・目標

将来人口フレーム検討

現況分析・テーマ分析

現況交通網の評価

将来交通需要予測(既定+検討計画)

都市交通計画の策定

幹線道路網計画

・骨格幹線道路網の検討

・都市内道路網・街路網の検討

公共交通網計画

・基幹公共交通(既存鉄軌道)の検討

・基幹公共交通
(新たな基幹公共交通ＮＷ)の検討

・交通結節点等の検討

その他施策の計画

提案施策交通網の評価

マスタープランの作成

委員会★・幹事会☆・関係者会議◇
☆
★

☆
★

パブコメ

★
◇◇

将来    ・シナリオ分析・需要予測・残存課題

☆
★

今回


	00_第６回幹事会・第５回委員会審議事項_241210
	スライド 1

	01_本体調査一般集計・付帯調査集計報告_241210v2
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

	02-1_テーマ集計の設定_241210v2
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4

	02-2_朝ピークの交通特性分析_241210
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

	03_都市圏の将来像_241210
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5

	04_将来予測_241210
	スライド 1

	05_今後のスケジュール_241210
	スライド 1


